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令和 6年 10月 04日（金） 17：30～20：00 

生田緑地東口ビジターセンターにて本年度の第４回運営会議※

が開催されました。参加団体数 24 団体+委任状 4 名、Zoom

４名、計 32団体となりました。 

※第 2 回 7/16 メーリングリスト上で第 2 回運営会議を招集。「仮称：生田

緑地東地区を考えるプロジェクト」の設立について諮りました。（結果：承認） 

第３回 9/27 メーリングリスト上で第３回運営会議を招集。「新たなミュージ

アムの考え方について」の承認について諮りました。（結果：承認） 

◆承認事項 

新規入会正会員五所塚町内会（高久町内会長）紹介と承認 

北にばら苑、向ヶ丘遊園、東に長尾山妙楽寺と接する町会。 

満場一致で、五所塚町内会の新規加入が承認されました。 

◆提言書「新たなミュージアムの考え方について」手交 

マネジメント会議内にて協議を重ねてきました「新たなミュージ

アムの考え方について」生田緑地マネジメント会議松岡会長より

市民文化局市民文化振興室 及び 建設緑政局みどりの事業調

整課に提言書をお渡ししました。 
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令和 6年度 第４回運営会議を開催しました 

 

会場は通常のロの字型レイアウトとして 

常時会場換気を行いました。 

◆報告事項 

1. 自然環境保全管理会議からの報告 自然環境保全管理会議事務局 

「生田緑地で会える生きもの」を紹介するポスター 6月～9月版を紹介 

2. 緑化フェア＆プロジェクト進捗 緑化フェア推進室/プロジェクトリーダー 

総合版パンフレットの紹介。富士見公園では秋冬の開催に合わせて、メイン 

ガーデンの彩りが大きく変化します。最新技術による垂直花壇や假屋崎省 

吾先生による展示も行います。等々力緑地では五感を使って楽しめる体験 

型のメインガーデンやウォーターガーデンが設置されます。生田緑地では 

既存の豊かな自然を生かした「藍と霧のメタセコイヤ」「竹のエントランス 

ゲート」「薪の花ランドアート」の設置や日本の伝統に触れる「野点」「縁日」 

「薪能」などが開催されます。 

（質疑） 

・広報展開が弱くないか？もっと全国に訴えるべきではないか？ 

⇒ご覧のパンフレットも完成し、来週から各駅配布など広報活動が展開さ 

れます。全国向けとしては国内線機内誌への広報展開も進めております。 

 
提言書を川崎市担当部局と手交しました 

 

 

緑化フェア 生田緑地会場 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～生田緑地ビジョン基本理念（生田緑地のめざす将来像）～ 

豊かな自然・文化・人・まちが共に息づき 緑がつなげる持続可能な生田緑地の実現 

●お問い合わせ先：生田緑地マネジメント会議事務局 

生田緑地共同事業体 東口ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ ℡044-933-2300 

川崎市建設緑政局生田緑地整備事務所  ℡044-934-8577 

 

 

◆報告事項 

3．生田緑地シンポジウムのご案内 緑化フェア推進室/会長 

10/27選挙の日ですが、基調講演、生田緑地でやってみたいことを紹介するアイデアプレゼンテーション、交流

会を開催します。 

4．生田緑地ビジョンアクションプラン及び生田緑地ばら苑管理運営整備方針について みどりの事業調整課  

生田緑地ビジョンの計画期間 10年に対しアクションプランは 5か年（令和 7～11年）の計画で「具体的な取り

組み内容」と「5か年の目標」を策定し、「みどり・生物多様性、文化、施設、人、まちづくり」を対象としています  

5. 新たなミュージアムに関する基本計画策定に向けた検討状況について  

市民文化振興室 

開設候補地には接道が必要であり、小田急電鉄と協議を進めてきました。 

本年 7月 23日に「新たなミュージアムの開設候補地に係る詳細調査・検 

討に関する協定書」を締結し、令和 7年 5月工期に向けて、詳細な調査・ 

検討等に着手しました。隣接するばら苑再整備について市民アンケートや 

事業者ヒアリングを通じて、一体整備や民間活力導入について多くの意見 

を頂きました。事業運営手法についても整備手法や維持管理運営方法に 

ついて民間事業者との対話で得られた意見などをもとに効果や課題につ 

いて整理を行っています。今後は東地区全体の魅力向上に向けて、両敷地 

を含めた一体的整備の有効性、配置の考え方事業の検討などを進めます。 

６．初山地区の整備について              みどりの保全整備課 

・初山 1-598-1の広場整備について、来年度整備に向けた計画図案がで 

きました。芝生広場を中心にパーゴラを設置します。 

・初山 1-21-1の暫定駐車場整備完了報告。暫定の利用ルールを設け、園 

内で活動する団体、企業、町内会、自治会、商店街等の団体ならびに大学等 

に対して利用申込みについて生田緑地整備事務所が協議・調整を行います。 

７．「サクラモリ育成プロジェクト・生田緑地のサクラの現状について」指定管 

生田緑地には代表的なソメイヨシノとヤマザクラの他に 13品種のサクラが 

あるといわれています。特に顕著に樹勢が衰退しているのがソメイヨシノ。 

昭和 2年（1927年）の向ケ丘遊園の整備に連携して植栽されたもので、 

当時 10年生のものであれば樹齢 107年と想定されます。 

今後の動き方としては、来春の緑化フェアにむけて「サクラモリ育成プロジェ 

クト」のシンポジウムを開くなど、様々な方法を考えます。 

８．その他 

・９月１４日お月見フェスタ報告 日中の気温が３５℃を超えましたが夕刻から来園者が増加して 6,128人来園。 

 様々なイベント・ワークショップ・飲食などを展開しました。 指定管 

・緑化フェアにて「スタードーム」「素朴なベンチ」「樹名板」の受託制作が決まりました。指定管 

・来年度の役員改選について 2月に手続きをご案内する予定です。 事務局 

・プロジェクト会議のあり方についての意見 生田緑地ばら苑ボランティア会 

・ 

生田緑地シンポジウム 

 

初山地区の整備について 


